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●

月
日
会
の
更
な
る
飛
躍
を
実
現
し
よ
う
！
︵
一
面
︶

●

幹
事
会
だ
よ
り

︵
二
面
︶

●

近
況
お
便
り
、
ご
寄
付
、
あ
り
が
と
う

︵
三
面
︶

●

桐
の
木
、
桜
の
木

︵
四
面
︶

おもな内容

月日会の更なる飛躍を実現しよう！

　

九
州
か
ら
西
日

本
で
は
例
年
よ
り

３
週
間
早
い
梅
雨

明
け
を
む
か
え
、

酷
暑
の
日
が
続
き

水
分
補
給
・
塩
分

で
す
。
ご
支
援
ご
協
力
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
月
日
会
活
動

を
支
え
る
た
め
に
、
多
く
の
会
員
の
皆

様
か
ら
の
会
費
・
寄
付
金
納
入
が
必
要

月
日
会
80
年
へ
向
け
て
！

御
挨
拶

田
高
の
近
況

月
日
会
会
長
︵
19
期
︶　

鍵
和
田　

幹
夫

第
22
代　

藤
田　

豊

副
校
長　

山
口　

紀
子

　

日
頃
よ
り

本
校
の
教
育

活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力

を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
４

月
１
日
付
け
で
着
任
い
た
し
ま
し

た
、
副
校
長
の
山
口
と
申
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
２
３
９
名
の
新
入
生

を
迎
え
、
全
校
生
徒
６
９
３
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
続

き
、
「
理
数
研
究
校
」
「
Ｇ
Ｅ—

Ｎ

Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
（
旧
英
語
教
育
研
究
推

進
校
９
」
の
指
定
を
受
け
、
学
習
活

動
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
深
化
を
目

会
員
の
皆
様
に
は
、
月
日
会
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
報
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
の
も
皆
様
か
ら
の
年
会
費
・
ご
寄
付
の
お
か
げ
で
す
。

ご
協
力
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
会
費
ご
納
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
。
72
期
卒
業
生
の

飯
田
根
己
で
す
。

　

私
が
田
高
を
卒
業

し
て
か
ら
１
年
と
少

し
で
す
。
た
っ
た
１

年
で
は
あ
り
ま
す

が
、
先
生
方
の
異
動

や
設
備
更
新
な
ど
、

田
高
が
絶
え
ず
変
化

し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
田
高
で

知
り
合
っ
た
友
人
た
ち
と
は
ま
だ
交

流
が
続
い
て
お
り
、
仲
が
良
い
数
人

で
遊
び
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
親
し
い

友
人
が
１
人
い
ま
す
。
彼
は
進
学
を

機
に
福
島
県
へ
引
っ
越
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
時
折
会
い
に
行
っ
た

り
、
逆
に
彼
が
東
京
に
帰
っ
て
き
た

と
き
に
は
一
緒
に
食
事
に
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら

は
更
に
会
う
こ
と
が
多
く
な
り
、
な

ん
だ
か
ん
だ
で
月
に
１
回
く
ら
い
会

っ
て
い
ま
す
。
流
石
に
会
い
す
ぎ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
で
す
が
、
か
け

が
え
の
な
い
友
人
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
た
場
所
と
し
て
、
私
は
田
高
に

と
て
も
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
大
学
で
勉
強
し
て
い
る
の
は

地
理
で
す
。
皆
さ
ん
は
地
理
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
地
理
学
と
い
う

の
は
様
々
な
分
野
と
関
連
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
「
都
市
の
発
展
」
と
い

う
テ
ー
マ
１
つ
で
も
、
交
通
機
関
の

発
達
や
地
形
の
特
徴
、
歴
史
的
背
景

な
ど
様
々
な
要
因
が
関
係
し
て
い
ま

す
。
１
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
多
角

的
に
考
え
ら
れ
る
と
い
う
点
が
地
理

学
の
大
き
な
魅
力
で
あ
る
と
私
は
思

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
で
す
が
、
現
在
大
学
で

教
職
課
程
を
履
修
し
て
お
り
教
員
免

許
の
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
も

し
か
し
た
ら
、
２
年
後
に
田
高
で
教

育
実
習
生
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
講
義
を
受

け
る
中
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

方
の
す
ご
さ
を
改
め
て
実
感
す
る

日
々
で
す
。
黒
板
に
読
み
や
す
い
字

を
書
く
っ
て
実
は
結
構
難
し
い
こ
と

な
ん
で
す
。
う
ま
く
書
け
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
練
習
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

72
期　

飯
田
根
己

補
給
な
ど
に
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
毎
日
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

日
頃
は
月
日
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
楡
井
幹
事
長
（
31
期
）

を
中
心
に
、
月
日
会
の
更
な
る
飛
躍
に

向
け
着
実
に
前
進
を
す
る
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
永
年
の
課
題
事
項
で
あ
っ
た
若

い
幹
事
の
獲
得
と
定
着
は
、
「
生
徒
会
役

員
と
の
懇
談
会
」
や
「
田
高
財
団
事
業
」

な
ど
に
若
い
幹
事
も
積
極
的
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
な
ど
を
通
し
て
活
性
化
し
、

新
鮮
な
力
を
吹
き
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

又
、
こ
れ
ま
で
は
学
校
事
業
支
援

は
、
「
新
入
生
へ
の
校
章
バ
ッ
ジ
贈

呈
」
や
「
桐
の
木
の
植
樹
、
維
持
・
管

理
」
以
外
は
、
主
に
財
団
が
担
当
し
て

き
ま
し
た
が
、
「
生
徒
会
役
員
と
の
懇

談
会
」
席
上
で
、
「
日
常
的
に
現
役
と

の
交
流
を
深
め
な
い
と
卒
業
時
に
月
日

会
入
会
へ
の
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き

な
い
」
と
い
う
意
見
が
生
徒
会
役
員
や

若
手
幹
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
今
後
財
団
と
協
力
し
な
が
ら
月

日
会
も
そ
の
一
端
を
担
い
、
日
頃
か
ら

月
日
会
に
馴
染
ん
で
も
ら
う
活
動
を
強

化
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
楡
井
幹
事
長
と
共
に
幹
事
全

員
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
に
加
え
、
新
た
な
取
り
組

み
を
進
め
、
月
日
会
の
更
な
る
躍
進
発

展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
各
位

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

聞
に
３
月
25
日
に
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
の

記
事
を
読
ん
だ
田
園
調
布
高
校
の
卒
業
生

で
、
現
在
輪
島
市
に
お
住
い
の
女
性
か

ら
、
現
地
で
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
電
話
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
翌
日
、
生
徒
と
直
接
電
話
で
や
り

取
り
を
す
る
こ
と
が
叶
い
、
「
現
地
に
来

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
」
と
言
わ
れ
、

生
徒
た
ち
も
自
分
た
ち
の
活
動
が
社
会
と

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
よ
う
で
し

た
。

　

今
年
度
も
、
在
校
生
に
は
、
自
分
た
ち

の
先
輩
で
あ
る
月
日
会
や
田
園
調
布
教
育

財
団
の
皆
さ
ん
に
応
援
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
て
く
れ
る
よ
う
、
見
え
る
よ
う
な
形
で

の
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
様
々
お
願
い
を
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
校
の
教
育
活

動
へ
の
ご
理
解
及
び
ご
協
力
の
程
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
学
校
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
藤
田
豊
で

す
。
今
年
度
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

昨
年
度
末
に
、生
徒
会
の
代
表
生
徒
４

名
が
、ぽ
ろ
に
あ
祭
の
収
益
金
の一
部
を
能

登
地
方
に
寄
付
す
る
と
と
も
に
、現
地
で

の
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ

の
際
、田
園
調
布
教
育
財
団
及
び
月
日
会

か
ら
、航
空
券
代
の
支
援
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
代
表
生
徒
が
現
地
の

仮
設
住
宅
に
居
住
さ
れ
る
方
々
と
一
緒
に

よ
も
ぎ
も
ち
を
つ
く
り
、
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
輪
島
市
門
前
町
の
「
総

持
寺
通
り
商
店
街
」
の
方
か
ら
お
話
を
い

た
だ
い
た
り
、
沢
山
学
ば
せ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
少
し
で
も
役
に
立
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
生
徒
た
ち
は
感
じ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
回
の
取
り
組
み
は
、
東
京
新

生
徒
会
の
活
動

　

こ
ん
に
ち
は
。
第
72
代
生
徒
会
長

の
藤
田
睦
月
で
す
。
月
日
会
の
皆
さ

ん
に
向
け
、
活
動
報
告
と
感
謝
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
度
は
生
徒
会
初
の
試
み
と
し

て
三
月
下
旬
に
石
川
県
輪
島
市
を
訪

問
し
、
二
日
間
で
三
か
所
の
施
設
に

ぽ
ろ
に
あ
祭
の
収
益
金
の
寄
付
を
行

い
ま
し
た
。
仮
設
団
地
に
住
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
々
と
お
餅
つ
き
を
通

じ
て
交
流
し
た
り
、
輪
島
市
の
門
前

総
合
支
所
に
て
支
所
長
と
直
接
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
様
々
な

学
び
や
気
づ
き
が
あ
る
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。

都
立
田
園
調
布
高
等
学
校
長

多摩

　

訪
問
に

あ
た
り
、

生
徒
四
人

の
羽
田
空

港
～
能
登

空
港
間
の

往
復
の
飛

行
機
代
を

田
高
財
団

と
月
日
会
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
事
前
の
企
画
説
明
の
際

も
、
鍵
和
田
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

月
日
会
幹
事
の
方
々
に
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
、
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
月
日
会
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
生
徒
会
で
は
、
生
徒
総
会
の

運
営
や
学
校
説
明
会
で
の
学
校
案
内

の
ほ
か
、
学
校
設
備
・
制
度
の
見
直

し
も
進
め
て
い
ま
す
。
生
徒
会
が
運

営
し
て
い
る
意
見
箱
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
意
見
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
部
活

動
が
委
員
会
へ
活
動
を
依
頼
で
き
る

制
度
を
作
る
な
ど
、
生
徒
の
意
見
に

も
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

生
徒
の
た
め

の
生
徒
会
と

し
て
、
生
徒

会
一
同
尽
力

し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
は
、
体
育
祭
を
終
え
、
９
月

に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
ぽ
ろ
に

あ
祭
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
後
、
期
末
考
査
、
夏
期
講
習
な

ど
、
３
年
生
に
と
っ
て
は
進
路
活
動

も
本
格
化
し
ま
す
が
、
自
己
の
可
能

性
を
信
じ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
個
々
が
ど
ん
な
成
長
を
見

せ
て
く
れ
る
の
か
、
教
員
一
同
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
同
窓
会
や
地
域

の
皆
様
、
保
護
者
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
学
校
づ
く

り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

被災地の現状を見学

商店会に寄付目録贈呈

阿岸仮設住宅
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幹
事
会
便
り

令
和
７
年
度

一
般
財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団

月
日
会
関
係
役
員

新
幹
事
紹
介

月
日
会
と
共
に
歩
ん
だ

60
有
余
年
を
振
り
返
っ
て

月
日
会
名
誉
会
長
（
６
期
）

    

一
般
財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団 

評
議
員

田
中　
博
隆

　

令
和
６
年
度
の
活
動
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

幹
事
長　

楡
井
辰
夫
（
31
期
）

 

幹
事
会
活
動

○
幹
事
会
（
５
回
）

（
５
月
26
日
、
８
月
25
日
、
10

月
12
日
、
12
月
７
日
、
３
月
29

日
）

○
会
計
委
員
会
（
随
時
）

○
会
報
委
員
会
（
随
時
）

○
入
学
式
（
４
月
９
日
）

○
新
幹
事
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
５
月
26
日
）

○
会
報
45
号
発
行
（
７
月
７
日
）

○�

生
徒
会
役
員
と
の
懇
談
会

（
６
月
22
日
、
２
月
15
日
）

○�

ぽ
ろ
に
あ
祭
（
９
月
13
日
、14
日
）

○
入
会
同
意
書
配
布
（
12
月
24
日
）

○
卒
業
式
（
３
月
７
日
）

 

母
校
協
力
活
動

○
体
育
祭
（
５
月
17
日
）

○�

学
校
授
業
公
開（
６
月
10
～
14
日
）

○
合
唱
祭
（
１
月
31
日
）

○
能
登
訪
問
へ
の
支
援

（
３
月
27
日
～
28
日
）

 

一
般
財
団
法
人

 

田
園
調
布
教
育
財
団
協
力
活
動

○
理
事
会
（
６
回
）

○
評
議
員
会
（
１
回
）

○
運
営
委
員
会
（
１
回
）

○
第
37
回
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー

（
９
月
14
日
）

○�

第
８
回
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
大

会
・
体
験
会
協
力
（
９
月
22
日
）

○
第
６
回
郷
土
の
歴
史
探
訪
協
力

（
10
月
26
日
）

○
第
17
回
手
話
講
習
会
協
力

（
11
月
16
日
）

○�

手
作
り
講
習
会
協
力（
12
月
14
日
）

○
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
協
力

（
２
月
８
日
、
15
日
）

○
第
４
回
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
協
力

（
２
月
24
日
）

○
そ
の
他
、
各
実
行
委
員
会
参
加

（
随
時
）

 

清
流
会
協
力
活
動

○
清
流
会
総
会・懇
親
会（
６
月
15
日
）

○
清
流
会
研
修［
有
明
］（
10
月
６
日
）

○
清
流
会
新
年
会
［
大
井
町
］

（
２
月
１
日
）

名
誉
会
長　

田
中　

博
隆	

（
６
期
）

会　
　

長　

鍵
和
田
幹
夫	

（
19
期
）

副
会
長　

源
田
真
由
美	
（
20
期
）

副
会
長　

小
西　

正
晃	
（
37
期
）

幹
事
長　

楡
井　

辰
夫	
（
31
期
）

副
幹
事
長　

豊
山　

純
平	

（
68
期
）

会
計
監
査　

加
持　

和
子	

（
16
期
）

会
計
監
査　

市
川　

忠
司	

（
31
期
）

常
任
幹
事　

磯
邉　

富
雄	

（
25
期
）

常
任
幹
事　

稲
井　

一
樹	

（
31
期
）

常
任
幹
事　

重
谷
麻
奈
美	

（
52
期
）

幹　
　

事　

染
野
美
代
子	

（
１
期
）

幹　
　

事　

寺
久
保　

勲	

（
２
期
）

幹　
　

事　

金
子
喜
一
郎	

（
７
期
）

幹　
　

事　

初
音
み
ね
子	

（
14
期
）

幹　
　

事　

川
瀬
み
ど
り	

（
29
期
）

幹　
　

事　

齋
藤　

亮
次	

（
46
期
）

幹　
　

事　
小
田
島
あ
や
め	

（
61
期
）

幹　
　

事　

原
田　

美
遥	

（
62
期
）

幹　
　

事　

高
橋　

圭
哉	

（
63
期
）

幹　
　

事　

鈴
木　
　

颯	

（
63
期
）

幹　
　

事　

天
海　

遥
子	

（
66
期
）

幹　
　

事　

金
城　

圭
亮	

（
67
期
）

幹　
　

事　

保
坂
晋
之
介	

（
67
期
）

幹　
　

事　

種
村
七
奈
海	

（
67
期
）

幹　
　

事　

白
井　
　

蓮	

（
68
期
）

幹　
　

事　

荻
野　

真
嗣	

（
68
期
）

幹　
　

事　

古
川　

麻
央	

（
71
期
）

幹　
　

事　

土
屋
麟
太
郎	

（
71
期
）

幹　
　

事　

伊
賀　

琢
磨	

（
71
期
）

幹　
　

事　

浅
野　

創
来	

（
72
期
）

幹　
　

事　

飯
田　

根
己	

（
72
期
）

幹　
　

事　

福
崎　

海
希	

（
73
期
）

幹　
　

事　

工
藤　
　

一	

（
73
期
）

幹　
　

事　

田
中　

一
矢	

（
73
期
）

幹　
　

事　

鳥
居　

瑞
月	

（
73
期
）

幹　
　

事　

三
島　

圭
翔	

（
73
期
）

令
和
７
年
度
月
日
会
役
員

評
議
員　

田
中　

博
隆	

（
６
期
）

評
議
員　

加
持　

和
子	

（
16
期
）

理
事
長　

鍵
和
田
幹
夫	

（
19
期
）

副
理
事
長　

源
田
真
由
美	

（
20
期
）

理　
　

事　

金
子
喜
一
郎	

（
７
期
）

理　
　

事　

小
西　

正
晃	

（
37
期
）

監　
　

事　

初
音
み
ね
子	

（
14
期
）

運
営
委
員　

磯
邉　

富
雄	

（
25
期
）

運
営
委
員　

川
瀬
み
ど
り	

（
29
期
）

運
営
委
員　

市
川　

忠
司	

（
31
期
）

運
営
委
員　

楡
井　

辰
夫	

（
31
期
）

運
営
委
員　

稲
井　

一
樹	

（
31
期
）

運
営
委
員　

重
谷
麻
奈
美	

（
52
期
）

運
営
委
員　
小
田
島
あ
や
め	

（
61
期
）

運
営
委
員　

原
田　

美
遥	

（
62
期
）

運
営
委
員　

高
橋　

圭
哉	

（
63
期
）

運
営
委
員　

鈴
木　
　

颯	

（
63
期
）

運
営
委
員　

保
坂
晋
之
介	

（
67
期
）

運
営
委
員　

白
井　
　

蓮	

（
68
期
）

運
営
委
員　

豊
山　

純
平	

（
68
期
）

運
営
委
員　

古
川　

麻
央	

（
71
期
）

運
営
委
員　

土
屋
麟
太
郎	

（
71
期
）

運
営
委
員　

伊
賀　

琢
磨	

（
71
期
）

運
営
委
員　

飯
田　

根
己	

（
72
期
）

運
営
委
員　

福
崎　

海
希	

（
73
期
）

運
営
委
員　

工
藤　
　

一	

（
73
期
）

運
営
委
員　

鳥
居　

瑞
月	

（
73
期
）

運
営
委
員　

三
島　

圭
翔	

（
73
期
）

　

73
期
生
か
ら
、三
島
圭
翔（
み
し
ま

け
い
か
）さ
ん
、福
崎
海
希（
ふ
く
ざ
き

み
き
）さ
ん
、田
中
一
矢（
た
な
か
か
ず

や
）さ
ん
、工
藤
一（
く
ど
う
い
ち
）さ

ん
、鳥
居
瑞
月（
と
り
い
み
づ
き
）さ
ん
の

５
名
が
新
た
に
幹
事
と
し
て
加
わ
り
ま

し
た
。５
月
25
日（
日
）に「
新
幹
事
オ

リ
エン
テ
ー
シ
ョン
」を
開
催
し
、新
幹
事

か
ら
は
三
島
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
自
己
紹
介
の
後
、月
日
会
の

活
動
概
要
や
役
割
、新
幹
事
に
期
待
す

る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
島
さ
ん
は
同
日
に
引
き
続
き
行

わ
れ
た
幹
事
会
に
も
参
加
し
、幹
事
と

　

令
和
７
年
３
月
７
日
、
前
日
ま
で

ぐ
ず
つ
い
た
天
候
続
き
だ
っ
た
の

が
、
こ
の
日
は
卒
業
生
の
皆
さ
ん
を

祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
見
事
な
ま
で

の
晴
天
と
な
り
ま
し
た
。

　

冷
え
込
ん
だ
体
育
館
の
中
で
行
わ

れ
た
卒
業
式
は
、
静
謐
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

田
高
で
の
３
年
間
を
映
画
の
フ
ィ

ル
ム
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
さ
れ
た
答

辞
は
、
目
の
前
に
情
景
が
浮
か
ぶ
よ

う
で
心
に
残
る
も
の
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
人
生
は
こ
れ
か
ら
も
様
々

な
シ
ー
ン
で
彩
ら
れ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
20
期　

源
田
真
由
美
）

　

令
和
７
年
４
月
８
日
、
第
76
回
入

学
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
門

横
の
桜
も
満
開
で
喜
び
に
花
を
添
え

る
よ
う
で
し
た
。

　

会
場
に
は
ご
夫
婦
で
列
席
さ
れ
た

方
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
し

ば
ら
く
は
な
い
光
景
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

新
入
生
代
表
の
言
葉
に
も
あ
っ
た

よ
う
に
、
中
学
生
の
頃
は
コ
ロ
ナ
に

よ
る
制
限
が
残
る
中
で
過
ご
さ
れ
て

き
た
皆
さ
ん
で
す
が
、
田
高
で
の
３

年
間
は
、
ク
ラ
ス
や
部
活
の
仲
間
と

一
緒
に
思
い
切
り
行
動
力
を
発
揮
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
く
だ
さ
い
。
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

（
20
期　

源
田
真
由
美
）

田
高
卒
業
生
は
述
べ
一
万
九
千
百
六
十

六
名
と
な
り
ま
し
た
。
連
絡
可
能
月
日
会

会
員
は
、
約
一
万
二
千
名
で
す

 

新
卒
業
生  

七
十
三
期
生

二
百
三
十
二
名

し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
幹
事
紹
介
（
在
校
時
の
部
活

動
・
委
員
会
、
進
路
先
）

三
島　

圭
翔

（
サ
ッ
カ
ー
部
、明

治
大
学
法
学
部
）

　

中
々
忙
し
い

大
学
生
活
で
は

あ
り
ま
す
が
、月
日
会
幹
事
と
し
て
も

精
一杯
頑
張
り
ま
す
! !福

崎　

海
希

（
ダ
ン
ス
部・審
事

委
員
会
、国
士

舘
大
学 

体
育
学

部
）

　

73
期
生
、福
崎
海
希
で
す
。３
年
間

の
感
謝
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
田
高
に
貢

献
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。田

中　
一
矢

（
軽
音
楽
部
、駒

澤
大
学
）

　

は
じ
め
ま
し

て
、73
期
卒
業
生

の
田
中
一
矢
で
す
。も
う
卒
業
か
ら
寄

稿
時
点
で
３
ヶ
月
も
経
っ
て
る
ん
だ
と

驚
い
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
幹
事

と
い
う
形
で
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
七
年
度 

入
学
式

令
和
六
年
度 

卒
業
式

卒業証書授与

一学年担任紹介

　

昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）
４
月
、

１
期
生
卒
業
を
機
に
同
窓
会
１
年
目

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

会
長
は
、
宝
田
雅
敏
、
金
谷
章

弘
、
松
川
東
吉
（
各
１
期
）
、
川
越

稔
（
３
期
）
、
本
多
喜
太
郎
、
森

木
幸
久
、
家
入
正
男
（
各
１
期
）
と

続
き
、
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）
に

田
中
が
８
代
会
長
を
拝
命
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
「
田
高
60
周
年
記
念

式
典
」
実
行
委
員
長
を
区
切
り
と
し

て
、
平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
に
鍵

和
田
幹
夫
（
19
期
）
に
会
長
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。

　

10
年
目
の
節
目
と
な
っ
た
昭
和
38

年
（
１
９
６
３
）
に
は
、
同
窓
会
の

名
称
を
「
月
日
会
」
と
名
付
け
ま

し
た
。
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）

年
の
「
会
報
」
創
刊
号
発
行
に
際
し

て
は
、
当
時
の
会
長
か
ら
「
田
中

や
っ
て
く
れ
」
の
言
葉
に
、
大
学
３

年
生
の
自
分
と
、
田
中
宏
二
郎
（
９

期
）
、
西
堀
峯
夫
（
10
期
）
の
３
人

で
大
学
近
く
の
印
刷
所
で
頑
張
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
随

時
発
行
だ
っ
た
会
報
を
年
１
回
発
行

に
し
た
の
が
、
第
11
号　

平
成
２

年
（
１
９
９
０
）
か
ら
で
し
た
。

「
会
報
・
第
46
号
」
は
令
和
７
年

（
２
０
２
５
）
７
月
７
日
発
行
日

で
す
が
、
本
当
に
１
年
が
早
く
感

じ
ま
す
。
「
第
21
号
」
平
成
12
年

（
２
０
０
０
）
の
「
田
高
創
立
50
周

年
盛
会
に
終
わ
る
」
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
が
、
と
て
も
懐
か
し
く
、
も
う
そ

れ
か
ら
25
年
た
ち
ま
し
た
。
ま
だ
今

日
も
46
号
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
こ

と
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
大
学
生

だ
っ
た
自
分
が
今
85
歳
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
、
母
校
と
と

も
に
楽
し
い
時
間
を
沢
山
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
節
目
、
節
目
の
記
念
式

典
や
事
業
を
し
っ
か
り
や
り
、
次
に

つ
な
げ
発
展
す
る
よ
う
会
員
の
方
々

の
応
援
と
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
代
岡
沢
武
校
長
の
「
開
拓
者
精

神
」
を
忘
れ
ず
に
、
同
窓
会
は
「
田

高
」
を
応
援
し
て
ゆ
く
こ
と
に
情
熱

を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

「
田
高
50
周
年
記
念
事
業
」
の
第

12
代
吉
田
秀
男
校
長
ご
就
任
の
と

き
、
「
田
中
会
長
は
、
大
森
六
中

の
一
年
先
輩
で
す
」
と
言
わ
れ
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
「
創
立
50
周
年
記

念
誌
」
は
、
ま
さ
に
「
田
高
の
歴
史

本
」
と
し
て
大
変
素
晴
ら
し
い
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。
10
周
年
か
ら
続
い

て
い
る
各
周
年
記
念
誌
が
「
田
高
」

の
歴
史
を
引
き
継
ぎ
こ
れ
か
ら
の

「
田
高
」
が
よ
り
良
い
学
校
を
目
指

し
て
下
さ
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま

す
。

  

現
22
代
藤
田
豊
校
長
の
ご
指
導

で
、
益
々
「
田
高
」
が
発
展
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。
1
期
か

ら
73
期
生
ま
で
の
卒
業
生
は　

述
べ

一
万
九
千
百
六
十
六
名
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
田
高
現
役
生
徒
六
九
三

名
、
教
職
員
（
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
講
師
含
）
七
十
五
名
の
大
き

な
社
会
は
、
き
っ
と
未
来
を
創
造
し

て
ゆ
く
大
き
な
力
と
な
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
一
般
財
団
法
人

田
園
調
布
教
育
財
団
、
清
流
会
（
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
Ｏ
Ｂ
会
）
そ
し
て
月
日
会
が

一
体
と
な
っ
て
都
立
田
園
調
布
高
等

学
校
を
応
援
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
月
日
会

に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
文
中
敬
称

は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

田高ペナント
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近
況
お
便
り

近
況
お
便
り 

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

近
況
お
便
り 

あ
り
が
と
う

令
和
６
年
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
に

い
た
だ
い
た
情
報
で
す

令
和
六
年
度
会
計
報
告

令和6年度（2024年度）会計報告
収入 支出

前年度繰越金 4,493,979 幹事会費 117,096
通信事務費 7,220

卒業生入会金 365,000 会報編集費 1,841,387
賛助会員入会金 − 名簿編集費 110,000
銀行利息等 1,191 周年事業積立金 100,000
年会費 1,206,000 ぽろにあ祭参加費 33,523
月日会寄付 853,602 卒業生新入生対策費 127,182
桐の木募金 157,650（一財）田高財団事務所使用料 200,000

情報委員会費 55,044
雑費
桐の木募金積立金 157,650

６年度収入計 2,583,443 ６年度支出計 2,749,102
次年度繰越金 4,328,320

合計 7,077,422 合計 7,077,422

令和7年度（2025年度）予算
収入 支出

前年度繰越金 4,328,320 幹事会費 130,000
通信事務費 10,000

卒業生入会金 635,000 会報編集費 2,100,000
賛助会員入会金 − 名簿編集費 110,000
銀行利息等 1,080 周年事業積立金 100,000
年会費 1,200,000 ぽろにあ祭参加費 40,000
月日会寄付 700,000 卒業生新入生対策費 130,000
桐の木募金 100,000 (一財)田高財団事務所使用料 200,000

情報委員会費 60,000
雑費 −
桐の木募金積立金 100,000

７年度収入計 2,636,080 ７年度支出計 2,980,000
次年度繰越金 3,984,400

合計 6,964,400 合計 6,964,400

連
日
の
厳
し
い
暑
さ
で
す
が
、元
気
に
す
ご
し
て
お
り
ま
す
。		

元
教
職
員　

木
嶋　

智
恵

こ
の（
令
和
６
年
）４
月
で
90
才
。こ
れ
が
最
後
か
も
と
思
い
、

ぽ
ろ
に
あ
祭
に
行
って
み
よ
う
と
思
って
ま
す
。一緒
に
行
こ

う
と
思
って
い
た
友
人
、皆
亡
く
な
ら
れ
、私一人
に
な
って
し

ま
い
ま
し
た
。自
分
の
足
で
あ
る
け
る
う
ち
に
…	

	

１
期　

二
ノ
宮
良
子

カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
に
入
って
い
ま
し
て
毎
年
都
美
術
館
に
出
展
し

て
い
ま
す
。別
府
在
住	
２
期　

井
上　

周
子

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
情
報
交
換
し
て
ま
す
。

	

２
期　

大
塚　

里
子

三
期
生
に
元
気
が
な
い
の
が
淋
し
い
で
す
。

	

３
期　

内
田　

浩
子

先
日
、文
春
の
川
柳
で
特
選
に
入
選
し
ま
し
た
。

	

３
期　

宇
都　

正
巳

元
気
で
す
。	

４
期　

寺
久
保　

勲

お
陰
様
で
、80
才
迄
、元
気
に
勤
め
ま
し
た
。

	

５
期　

垣
本　
　

宏

元
気
で
す
! !	

６
期　

川
名　

哲
夫

４
３
０
年
の
寺（
正
行
寺
）の
前
住
職
で
す
。

	

６
期　

竹
原　

智
明

歩
行
が
難
儀
な
が
ら
、元
気
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

	

６
期　

成
田
正
一
郎

元
気
で
す
。足
腰
が
痛
い
け
れ
ど
普
通
に
生
活
し
て
い
ま

す
。	

７
期　

斉
藤　

行
生

令
和
６
年
５
月
、『
万
葉
集
を
歩
く
』を
出
版
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
ま
す
。	

８
期　

田
口　

惠
子

週
半
日
、調
剤
薬
局
で
働
い
て
ま
す
。バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

が
趣
味
。	

９
期　

岡
村　
　

勲

元
気
で
す
ョ！	

10
期　

片
山　

勝
幸

２
０
２
４
年
２
月　

サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ム
に
引
っ
越
し

	

10
期　

柴
田　

柾
樹

お
陰
様
で
元
気
に
し
て
居
り
ま
す
。	

11
期　

伊
東　

浩
子

猛
暑
にへ
き
え
き
し
て
い
ま
す
。	

11
期　

菊
地　

武
芳

“
八
十
才 

な
に
か 

め
で
た
い
”で
す
。	

11
期　

寺
山　

佑
枝

元
気
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。	

11
期　

松
井　

岩
美

誕
生
日
が
来
て
79
歳
に
な
って
し
ま
っ
た
。歩
く
速
度
が
遅

く
な
っ
た
。息
子
よ
り
食
べ
る
量
が
少
く
な
っ
た
。跡
取
り
が

も
う一歩
の
所
ま
で
来
た
。ま
だ
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
。	

	

12
期　

永
井　
　

宏

令
和
６
年
７
月
に
行
な
わ
れ
た
、日
本
マス
タ
ー
ズ
水
泳
大
会

で
３
２
０
才
区
分
の
フ
リ
ー
リ
レ
ー
と
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
金

メ
ダ
ル
を
ゲ
ッ
ト
致
し
ま
し
た
。	

12
期　

成
瀬　

紘
一

13
期
同
期
会
を
２
０
２
４・２
０
２
５・２
０
２
６
、80
才
ま
で

毎
年
開
催
し
ま
す
。	

13
期　

篠
澤　

達
也

元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。	

13
期　

徳
川　

義
治

猛
暑
は
乗
り
切
れ
た
も
の
の
、喜
寿
と
も
な
る
と
哀
い
は
隠

せ
ず
、今
後
は
期
待
と
不
安
の
同
居
余
生
か
。

	

14
期　

青
野　

良
秋

元
気
に
やって
お
り
ま
す
。	

14
期　

飯
沼　

和
男

常
薬
は
飲
ん
で
い
ま
す
が
、時
々
ゴ
ル
フ
を
す
る
位
元
気
に
し

て
い
ま
す
。	

14
期　

稲
葉　

一
民

私
立
保
育
園
を
経
営
し
て
い
ま
す
。	

14
期　

桜
井　

恵
子

妻
の
介
護
を
し
な
が
ら
草
取
り
だ
け
が
楽
し
み
の
生
活
で

す
が
、元
気
で
す
。	

14
期　

當
間　

一
雄

毎
日
ス
ト
レ
ス
な
く
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

	

15
期　

新
井　

國
貴

15
期
同
窓
会
、令
和
６
年
は
60
名
参
加
あ
り
ま
し
た
。

	

15
期　

岩
崎　
　

勇

15
期
は
毎
年
同
期
会
、16
期
は
こ
の
点
、失
格
で
す
。

	

16
期　

石
原　
　

元

東
京
か
ら
は
遠
い
岡
山
市
で
ゴ
ル
フ
等
を
楽
し
み
な
が
ら
、ま

だ
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。	

16
期　

大
木　

康
博

仕
事
を
や
め
た
ら
何
を
す
る
か
思
案
中
で
す
。

	

16
期　

辻
本
公
美
子

後
期
高
齢
者
に
な
って
、50
肩（
肩
関
節
周
囲
炎
）に
な
り
ま

し
た
。毎
日
、苦
痛
で
す
。イ
テ
テ
テ
…	

16
期　

本
間　

健
一

73
年
間
住
ん
だ
大
田
区
か
ら
世
田
谷
区
へ
転
居
し
ま
し
た
。

	

17
期　

荒
井　
　

実

報
恩
の
路
への
探
求	

17
期　

余
語
賢
二
郎

７
月
初
め
に
ス
イ
ス
を
訪
れ
、マッ
タ
ー
ホ
ル
ン
や
ア
イ
ガ
ー
の

周
り
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。	

18
期　

中
川　

克
己

18
期
は
、２
０
２
３
年
10
月
に
同
期
会
を
５
年
ぶ
り
に
開
催

し
ま
し
た
。恩
師
３
名
を
お
迎
え
し
88
名
で
盛
会
と
な
り

ま
し
た
。	

18
期　

中
野　

恵
一

サ
ッ
カ
ー
部
を
創
部
し
た
、18・19・20
期
生
は
毎
年
Ｏ
Ｂ
会

を
やって
い
て
盛
況
で
す
。	

19
期　

國
分　

裕
二

70
歳
に
な
り
、２
０
２
４
年
３
月
末
に
て
再
就
職
先
の
図
書

館
を
退
職
。今
は
地
元
で
民
生
委
員
を
やって
い
ま
す
。

	
20
期　

木
立　

勝
也

令
和
５
年
11
月
に
20
期
卒
の
仲
間
４
人
と
初
め
て
会
食
を

楽
し
み
ま
し
た
。他
に
も
数
人
ず
つ
の
集
ま
り
が
あ
る
よ
う

で
す
。も
う
少
し
ま
と
ま
る
と
楽
し
い
の
で
は
…

	

20
期　

山
本　

耕
司

催
眠
セ
ラ
ピ
ー
に
は
ま
り
ま
し
た
。	

21
期　

大
國　

義
弘

元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。先
日
中
学
の
ク
ラ
ス
会
が
あ

り
ま
し
た
。高
校
も
ク
ラ
ス
会
と
か
同
窓
会
が
あ
っ
た
ら
いい

の
に
、と
思
って
い
ま
す
。	

21
期　

澤　

美
知
子

昭
和
百
年
、古
希
を
過
ぎ
て
、ま
さ
に
光
陰
矢
の
如
し
、を
実

感
し
て
い
る
昨
今
で
す
。	

21
期　

中
神　

恭
子

沼
部
駅
か
ら
始
ま
る
懐
か
し
く
、楽
し
か
っ
た
３
年
間
の
思

い
出
が
甦
って
き
ま
す
。古
希
を
迎
え
た
今
も
テ
ニス
と
ハ
イ

キ
ン
グ
に
浸
って
い
る
毎
日
で
す
。	

21
期　

塙　
　

正
弘

孫
が
２
人
に
な
り
ま
し
た
。60
代
最
後
の
年
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
、完
走
を
め
ざ
し
ま
す
！	

21
期　

藤
本　

一
男

大
学
と
高
専
の
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
や
り
た
い

こ
と
に
も
挑
戦
し
て
ま
す
。	

22
期　

和
泉　
　

充

令
和
６
年
６
月
の
同
期
会
は
残
念
な
が
ら
２
次
会
か
ら
の

参
加
。次
の
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

	

22
期　

菊
地　

克
則

２
０
２
４
年
３
月
末
で
37
年
間
勤
め
た
横
浜
商
科
大
学
を

定
年
退
職
し
、年
金
生
活
１
年
目
で
す
。自
由
の
身
に
な
っ

た
も
の
の
、ま
だ
生
活
のペ
ー
ス
を
つ
か
め
て
い
ま
せ
ん
。

	

22
期　

小
林　

雅
人

民
間
企
業
か
ら
今
は
年
度
更
新
の
地
方
公
務
員
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。	

23
期　

岡
本　

治
太

数
年
前
、沼
部
か
ら
田
高
ま
で
歩
い
て
み
ま
し
た
。な
つ
か
し

く
も
あ
り
、時
代
の
流
れ
を
感
じ
つつ
…　

ま
た
同
窓
会
や

り
た
い
で
す
ね
！	

23
期　

藤
戸　

佳
代

再
任
用
は
終
了
し
年
金
生
活
２
年
目
で
す
。の
ん
び
り
過
し

て
い
ま
す
。	

24
期　

林　
　

雅
彦

定
年
の
曖
昧
な
職
種
な
の
で
継
続
し
て
ま
す
。

	

25
期　

林　
　

敏
彦

令
和
５
年
初
冬
、そ
う
う
つ
病
で
入
院
し
、令
和
６
年
10
月

末
に
退
院
し
た
と
こ
ろ
で
す
。	

25
期　

宮
崎　

保
彦

２
０
２
５
年
３
月
に
定
年
退
職
と
な
り
ま
す
。そ
の
後
、米

沢
を
離
れ
、横
浜
に
転
居
す
る
予
定
で
す
。

	

26
期　

足
立　

和
成

元
教
職
員

中
野　

英
雄

木
嶋　

智
恵

笹
川
耕
太
郎

新
野　

京
子

湯
田　

省
三

清
流
会

糸
瀬　

敬
一

樋
口　
　

光

溝
際
ミ
ユ
キ

石
塚　

久
子

青
山
み
ち
子

宮
田
美
智
子

岡
本
ひ
ろ
み

１
期井手　

敏
雄

大
塚　

節
子

熊
田　

辰
雄

染
野
美
代
子

二
ノ
宮
良
子

２
期井上　

周
子

大
塚　

里
子

清
水　
　

博

仁
上　

廣
子

３
期内田　

浩
子

宇
都　

正
巳

倉
持　

秀
子

桧
山　

英
夫

４
期佐々

木
博
一

寺
久
保　

勲

５
期垣本　

　

宏

涌
井　

登
代

６
期稲生

諏
訪
子

稲
垣　

嘉
昭

鵜
飼　

成
子

岡
島　

邦
夫

楠
田　

尚
徳

斉
藤　

義
男

竹
原　

智
明

舘　
　

健
三

田
中　

博
隆

中
澤
美
智
子

成
田
正
一
郎

７
期金子

喜
一
郎

斎
藤　

行
生

櫻
井　

淳
司

武
田　

文
江

田
中　

洋
一

山
口　

綾
子

綿
引
雄
一
郎

８
期岩野　

光
邦

北
風　

道
彦

田
中　

恭
子

夏
目　

達
也

根
笹　
　

馨

元
神　

一
郎

９
期

岡
村　
　

勲

簡　
　
　

敏

下
村　

祥
介

和
栗　
　

孝

10
期池田　

英
幸

今
田　

雅
子

塩
出　

敏
彦

藤
井　

眞
行

11
期伊東　

浩
子

小
野　

義
勝

栗
原　
　

晋

鈴
木　

洋
子

税
所　

洋
子

寺
山　

佑
枝

難
波
喜
三
郎

松
井　

岩
美

森
川　
　

靖

吾
田　

千
萱

12
期石井　

秀
之

岡　
　

弘
二

川
嶋　
　

透

櫻
井　

雅
教

辻
川　
　

浩

早
川　
　

豊

13
期阿部

フ
ミ
子

荒
川　

正
之

安
藤
日
出
男

小
島　

正
雄

小
林　
　

正

篠
澤　

達
也

関
谷　
　

浩

高
橋　

芳
徳

田
邉　
　

寛

徳
川　

義
治

14
期青野　

良
秋

飯
浜　

菊
枝

稲
葉　

一
民

岩
野　

政
彦

梅
沢　

孝
朗

片
桐　

正
雄

桜
井　

恵
子

関
根　

邦
弘

高
橋
友
光
子

高
橋
二
美
子

高
橋　

亨
一

為
谷　

茂
樹

當
間　

一
雄

橋
本　

智
明

長
谷
川
正
春

初
音
み
ね
子

深
澤　

清
子

堀　
　
　

明

宮
本　

健
三

山
形　

正
治

15
期浅利　

　

篤

新
井　

國
貴

伊
東
冨
士
雄

片
岡　
　

護

澤
間　

譲
治

直
津　
　

正

16
期大木　

康
博

荻
野　

信
男

榎
本　

宣
道

小
岩　
　

篤

鈴
木　

一
己

山
﨑　

俊
雄

山
田　
　

豊

17
期青野　

　

覚

青
山　

幸
一

荒
井　
　

実

大
木
本
一
夫

小
泉　

明
久

菅
野　

幸
一

藤
浦　

範
子

布
施　
　

章

保
坂　
　

誠

余
語
賢
二
郎

18
期小泉　

雅
史

中
野　

恵
一

野
瀬　

敬
志

19
期青木　

幸
子

磯
邉　
　

隆

鍵
和
田
幹
夫

香
田　

和
也

合
田　

通
夫

國
分　

裕
二

小
室　

謙
二

菅
野　

信
之

鈴
木　

吉
宣

髙
橋　
　

充

竹
尾　

弘
和

内
藤　

行
孝

仲
野　

茂
雄

野
田　

雅
宏

日
野　

佳
昭

平
澤　

利
明

平
田　

清
二

宮
尾　

通
子

武
藤　

正
治

森
井　

秀
樹

森
下　

英
夫

諸
角　

元
二

横
山
日
出
登

20
期大久

保
昇
一

大
山　

拓
正

木
立　

勝
也

源
田
真
由
美

谷
口　

友
孝

山
本　

耕
司

21
期石川　

公
彦

小
川　
　

勉

塩
井　

良
雄

田
中　

秀
樹

都
丸　
　

淳

中
島　
　

晋

毛
利　
　

浩

矢
吹　
　

潤

22
期和泉　

　

充

大
神　

基
也

加
藤　
　

裕

鎌
田　

雅
之

菊
地　

克
則

小
林　

雅
人

柴
田　

遵
子

杉
本　

典
幸

浜
村　

容
子

22
期
同
期
会

23
期永野　

重
明

宮
地　

一
雄

諸
貫　

信
行

24
期林　　

雅
彦

増
永　

敦
子

25
期磯邉　

富
雄

小
牧　

宏
至

柴　
　

伸
昌

内
藤　

真
弓

林　
　

敏
彦

26
期川田　

　

攻

眼
龍　

祥
子

北
條　

裕
之

中
村　

恭
一

27
期磯野　

浩
哉

高
野　

雅
弘

平
川　

恒
美

吉
野
ゆ
り
子

29
期大里　

正
人

小
田　

晴
信

川
瀬
み
ど
り

寿
藤　

里
絵

西
山　
　

博

山
内
か
お
る

30
期石津　

正
啓

兼
坂　

壮
一

黒
田　

俊
介

駒　

真
奈
美

土
川　

俊
哉

矢
巻　

由
江

31
期稲井　

一
樹

稲
毛　
　

彰

竹
尾　
　

正

長
澤　
　

亮

楡
井　

辰
夫

32
期安藤　

正
道

市
原　

朋
宏

髙
橋　

雅
明

33
期鴨林　

茂
佳

髙
橋　

時
子

中
澤　

晃
子

林　
　

美
喜

渕
上　

康
之

前
田　

僚
子

麦
島　
　

靖

34
期板井　

伸
治

35
期石鍋　

　

斉

堀
口　

泰
志

38
期新井　

秀
樹

増
淵　
　

豊

44
期林　　

隆
三

松
永　

大
輔

45
期川野　

輝
男

46
期齋藤　

亮
次

47
期源田　

和
樹

52
期下村　

哲
也

66
期髙橋　

美
帆

68
期豊山　

純
平

71
期古川　

麻
央

72
期中村　

聡
太

□
令
和
６
年
度
の
月
日
会
収
支
は
表
記
の
通
り
決
算
致
し

ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

会
計
委
員
長　

源
田
真
由
美（
20
期
）

□
令
和
６
年
度
の
会
計
報
告
に
つ
い
て
適
法
か
つ
妥
当
で
あ

る
こ
と
を
認
め
ま
す
。
令
和
七
年
四
月
十
八
日

会
計
監
査　

加
持　

和
子（
16
期
）

会
計
監
査　

市
川　

忠
司（
31
期
）

□
五
月
二
十
五
日（
日
）の
幹
事
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

月日会へのご寄付をありがとうございました月日会へのご寄付をありがとうございました
（令和6年度分）（令和6年度分）

横
浜
市
の
動
物
園
で
25
年
、生
物
系
環
境
調
査
で
13
年
の

業
務
を
終
え
、２
０
２
４
年
４
月
か
ら
塾
講
師
と
し
て
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
に
立
って
い
ま
す
。	

26
期　

川
田　
　

攻

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
中
学
生
の
基
礎
英
語
レ
ベル
１
」の
講
師
を

４
年
間
担
当
し
て
い
ま
す
。	

26
期　

本
多　

敏
幸

２
０
２
３
年
３
月
に
日
本
赤
十
字
社
を
定
年
退
職
し
、現
在

は一般
社
団
法
人
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
で
、産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
育
成
の
お
手
伝
い
を

し
て
お
り
ま
す
。27
期
放
送
委
員
会
の
仲
間
と
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
つ
な
がって
ま
す
。	

27
期　

長
谷
川
正
子

再
任
用
２
年
目
で
、都
立
高
校
の
教
員
を
し
て
い
ま
す
。

	

29
期　

大
里　

正
人

法
政
中
高
教
員
を
退
職
し
て
、現
在
は
東
京
大
空
襲・戦
災

資
料
セ
ン
タ
ー
で
平
和
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

	

30
期　

兼
坂　

壮
一

令
和
６
年
３
月
30
日
に
30
期
の
還
暦
同
期
会
が
あ
り
、80
名

ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。私
も
40
年
振
り
に
同
期
会
に
参

加
し
ま
し
た
。	

30
期　

鈴
木　

広
司

保
谷
高
校
で
働
い
て
い
ま
す
。	

30
期　

平
林　

正
男

２
０
２
２
年
に
交
通
事
故
で
鍼
灸
師
を
引
退
し
、２
０
２
４

年
か
ら
は
年
金
生
活
し
て
ま
す
。	

31
期　

長
澤　
　

亮

こ
の
会
報
が
発
行
さ
れ
る
２
０
２
５
年
は
、我
々
32
期
は
還

暦
の
年
で
す
。長
く
生
き
た
な
と
は
思
い
ま
す
が
、会
報
の

「
近
況
お
便
り
」を
見
る
と
私
は
下
か
ら
10
番
以
内
で
、上

を
見
る
と「
ま
だ
ま
だ
だ
な
ぁ
」と
思
い
を
新
た
に
し
ま
す

（
笑
）	

32
期　

市
原　

朋
宏

高
校
の
近
隣
に
異
動
し
、勤
務
し
て
い
ま
す
。

	

38
期　

増
淵　
　

豊

大
東
文
化
大
学
に
勤
務
し
て
20
数
年
。今
年
か
ら
ラ
グ
ビ
ー

部
の
副
部
長
を
担
って
い
ま
す
。	

44
期　

林　
　

隆
三

並
さ
ん
、う
っ
ち
ー
、今
年
は
会
い
ま
し
ょ
う
。

	

46
期　

齋
藤　

亮
次

リ
ー
ダ
ー
業
務
が
増
え
、毎
日
大
変
で
す
が
、自
分
な
り
に
が

ん
ばって
ま
す
。	

66
期　

髙
橋　

美
帆

月
日
会
役
員
５
年
目
、令
和
６
年
卒
の
社
会
人
１
年
目
の
23

歳
に
な
り
ま
し
た
。最
若
手
の
副
幹
事
長
と
し
て
何
が
で
き

る
か
、暗
中
模
索
の
日
々
。若
い
田
高
Ｏ
Ｂ
･
Ｏ
Ｇ
同
士
が
、

も
っ
と
気
軽
に
話
せ
る
場
を
本
気
で
作
って
い
き
た
い
。特
に

私
の
同
期
の
68
期
の
方
々
、何
か
良
い
案
が
あ
れ
ば
ど
ん
な

事
で
も
いい
の
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。お
願
い
し
ま
す
！

	

68
期　

豊
山　

純
平

69
期
生
の
人
た
ち
、何
を
し
て
い
ま
す
か
？
私
は
元
気
で

す
。	

69
期　

中
村　

知
尋

明
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
合
唱
三
昧
で
す
。

	

70
期　

三
島　

弘
暉

※�

他
に
も
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。紙
面

の
都
合
で
会
報
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
月
日
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
併
せ
て
御
覧
く
だ
さ
い
。

14期 第5回同期会開催のお知らせ
「田高14期・第5回同期会」を以下の
とおり開催致します。詳細の御案内は
9月下旬を予定しています。
日時：11月19日（水）12:30～15:00
会場：�MARUGO GRANDE
　　　�新宿区新宿3-6-14新世界ビル1F
　　　　（地下鉄新宿三丁目駅、徒歩1分）

問合せ連絡先：鈴江正博
E-mail：hirosuzue0057@gmail.com

第9回 18期同期会開催のお知らせ
第9回 18期同期会を以下のとおり開
催致します。詳細については下記問
合せ連絡先までお問合せください。

日時：11月7日（金）14:30～17:00
会場：ニューオータニイン東京
　　（大崎駅前）
問合せ連絡先：久保田裕二
E-mail：ykubota.hama_jp@gmail.com

2025年度 25期 同期会開催のお知らせ
今年度の25期同期会を以下のとおり
開催致します。詳細については個別に
ご案内致します。
日時：10月25日（土）17：00より
会場：田園調布倶楽部
問合せ連絡先：
E-mail：denen.choufu25@gmail.com

同期会開催のおしらせ 14期・18期・25期の同期会が開催されます。皆様、どうぞお誘い合わ
せの上、奮ってご参加いただきますようお願い致します。

令
和
七
年
度
予
算

新入生へバッジ

卒業証書ホルダ
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お知らせください！
　会報を読んでのご意見、ご感想がありましたらご連絡くだ
さい。また、同期会開催案内、寄稿、住所変更等についての
お問い合わせも下記にお願いいたします。尚、お寄せ頂いた
情報は掲載できないこともございますのでご了承ください。

住所：〒145-007
　　　大田区田園調布南13-9-507
月日会事務局 宛 Fax：03-6459-8119
ＨＰ：https://www.tsukihikai.net/

一
般
財
団
法
人

一
般
財
団
法
人

田
園
調
布
教
育
財
団

田
園
調
布
教
育
財
団

様
々
な
事
業
で
学
校
支
援
、

地
域
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

大学合格状況（現役のみ）
国公立大学
東京科学大学（1）、大阪大学（1）、筑波大学（1）、鳥
取大学（1）、東京都立大学（2）、横浜市立大学（1）、
職業能力開発総合大学校（1）
私立大学
慶應義塾（4）、上智（1）、学習院（5）、明治（7）、青山学
院（10）、立教（4）、中央（12）、成蹊（7）、國學院（8）、武
蔵（2）

進　路　状　況

大 　 学 188
短 期 大 学 0
専 門 学 校 13

就 　 職 0
未 定 ・ 浪 人 等 30
留 　 学 1

73期生の進路（卒業生232名）

編編 

集集 

後後 

記記

「ぽろにあ祭」9月20日（土）に開催
　今年の「ぽろにあ祭」は９月20日（土）に公開予定で
す。
　月日会も「同窓会コーナー」と財団の
「ふれあいバザー」に参加予定です。「ふ
れあいバザー」への献品のご協力をよろ
しくお願いいたします。
　詳細は月日会ホームページをご覧くだ
さい。

　

本
財
団
は
、
田
園
調
布
高
校
と
地

域
社
会
へ
の
支
援
を
通
し
て
田
高
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
学
校
支
援
」
「
地
域
支
援
」
「
多

摩
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
運
営
」
の

各
事
業
を
企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
は
、
8
月
29
日

（
木
）
深
夜
に
発
生
し
た
冠
水
被
害

に
よ
り
12
月
初
旬
ま
で
多
摩
川
河
川

敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
利
用
で
き
ず
に

「
第
21
回
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

「
第
18
回
小
学
生
野
球
大
会
」
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
事
業
は
、
責
任
者
で
あ
る
担
当

理
事
と
運
営
の
中
心
と
な
る
実
行
委

員
（
運
営
委
員
か
ら
立
候
補
に
よ
り

選
出
さ
れ
る
）
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
昨
年
度
の
事
業
概
要
は
「
事
業

報
告
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

田
高
財
団
事
業
報
告

（　

）
内
は
、
月
日
会
か
ら
の
参
加
人
数
で
す
。

　

９
月
14
日
（
土
）
に
、「
第
37
回

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」（
11
名
）が「
ぽ
ろ

に
あ
祭
」２
日
目
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
会
場
が
４
階
多
目
的
室

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
例
年
通

り
近
隣
の
方
を
含
め
３
５
０
名
超
の

方
に
来
場
い
た
だ
き
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

９
月
22
日（
日
）に
は
、「
第
８
回

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
大
会
＆

体
験
会
」（
６
名
）が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
８
月
29
日
に
発
生
し
た

冠
水
被
害
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
面

︻
転　

出
︼

綿
貫　

俊
之
（
副
校
長
）

教
育
庁
総
務
部
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

日
向　

昌
平
（
国
語
）
大
島
海
洋
国
際

宮
崎
三
喜
男
（
公
民
）
退
職

大
貫　

敏
章
（
数
学
）
南
葛
飾

鈴
木　

雅
人
（
数
学
）
退
職

上
谷
田
浩
喜
（
保
健
体
育
）
退
職

南
部　
　

紳
（
保
健
体
育
）

千
代
田
区
立
九
段
中
等
教
育
学
校

平
松
る
み
子
（
英
語
）
日
比
谷

井
上　

正
吾
（
情
報
）
退
職

長　
　

雅
洋
（
地
理
歴
史
）
退
職

石
川　

由
紀
（
英
語
）
練
馬
工
科

増
子　
　

遼
（
実
習
支
援
専
門
員
）退職

橋
本　

純
子
（
経
営
企
画
室
）
退
職

︻
転　

入
︼

山
口　

紀
子
（
副
校
長
）
稔
ヶ
丘

野
津　

亜
純
（
国
語
）
新
規
採
用

佐
々
木
崇
光
（
公
民
）
新
規
採
用

逸
見
由
紀
子
（
数
学
）
武
蔵

保
坂
晋
之
介
（
理
科
）
新
規
採
用

井
部　

未
宇
（
生
物
）
新
規
採
用

平
野　

尚
輝
（
保
健
体
育
）
一
橋

篠
浦　

辰
徳
（
保
健
体
育
）
上
水

中
本
か
お
り
（
英
語
）

葛
飾
区
立
水
元
中
学
校

吉
田
久
仁
子
（
英
語
）
駒
場

松
島　
　

毅
（
情
報
）
新
規
採
用

横
川　

孝
義
（
実
習
支
援
専
門
員
）山崎

小
笠
原
真
記
（
経
営
企
画
室
）新規

採
用

多摩川河川敷グラウンド冠水被害

の
利
用
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
体

験
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
大

会
に
は
６
チ
ー
ム
約
１
７
０
名
が
参

加
し
、
例
年
通
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

10
月
26
日
（
土
）
に
は
、「
第
６
回

郷
土
の
歴
史
探
訪
」（
九
十
九
谷
（
く

じ
ゅ
う
く
た
に
）・
馬
込
か
ら
山
王

へ
～
「
田
高
遺
跡
」
、
文
士
村
を
訪

ね
る
～
）（
８
名
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
21
名
の
参
加
者
が
区
立

郷
土
博
物
館
で
田
高
敷
地
内
か
ら
発

掘
さ
れ
た
遺
跡
等
を
見
学
の
後
、
山

王
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の
資
料
館

や
記
念
碑
を
巡
り
ま
し
た
。

11
月
16
日（
土
）に
は
、「
第
17
回

手
話
講
習
会
」（
４
名
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
16
名
を
含

む
30
名
が
参
加
し
て
、
例
年
通
り
中

川
先
生
の
巧
み
な
進
行
を
全
員
で
楽

し
み
ま
し
た
。

12
月
14
日（
土
）に
は
「
手
作
り
講

習
会
」（
６
名
）が
行
わ
れ
、
18
名
の

参
加
者
は
「
パ
ラ
コ
ー
ド
を
使
っ
た

キ
ー
リ
ン
グ
＆
チ
ャ
ー
ム
」
作
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
月
８
日（
土
）15
日（
土
）に
は

「
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」（
９
名
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
12
名
の
参
加
が
あ
り
、
初

日
に
は
ワ
ー
ド
作
成
、
２
日
目
に
は

名
刺
作
成
を
学
び
ま
し
た
。
講
師

は
、
68
期
の
豊
山
副
幹
事
長
（
初

日
）、
37
期
の
小
西
副
会
長
（
２
日

目
）
が
担
当
し
ま
し
た
。
２
日
間
と

も
ほ
ぼ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
支
援
が
で

き
参
加
者
か
ら
は
好
評
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
月
24
日
（
月
・
振
替
休
日
）
に

は
、「
第
５
回
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大

会
」（
１
名
）
が
、
今
年
も
財
団
後
援

事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
急
沿
線
の
小
学
生
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
（
小
学
校
１
年
か
ら
３
年
の

33
チ
ー
ム
・
コ
ー
チ
保
護
者
を
含
め

約
６
０
０
名
）
に
よ
り
年
間
を
通
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｑ
た
ち

あ
が
り
リ
ー
グ
（
ピ
ッ
チ
上
で
の
子

供
た
ち
の
自
立
を
促
す
た
め
に
作
ら

教
職
員
異
動

れ
た
リ
ー
グ
）」の
年
間
表
彰
と
年
度

最
後
の
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
後
援
」
事
業
と
し
て
の
開
催

で
し
た
が
、「
子
供
た
ち
の
自
立
を
促

す
」
と
い
う
「
Ｔ
Ｏ
Ｑ
た
ち
あ
が
り

リ
ー
グ
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
今
後

も
引
き
続
き
支
援
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
財
団
主
催
の
事
業
へ
の
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

鍵
和
田
幹
夫
（
19
期
）

　

昨
年
度
か
ら
楡
井
幹
事
長
体
制
に

な
り
、
幹
事
会
の
雰
囲
気
も
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
75
周
年
記
念
総
会
の
開

催
に
向
け
た
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
か
ら

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

多
摩
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
冠
水
被
害
を
受

け
て
多
大
な
損
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
異
常
気
象
が
続
く
中
、
財
団
で

維
持
管
理
を
続
け
て
い
く
こ
と
も
大

変
な
状
況
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
地

域
と
田
高
を
繋
ぐ
窓
口
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
維

持
で
き
る
よ
う
田
高
財
団
へ
の
ご
支

援
も
あ
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

37
期　

小
西
正
晃

郷土の歴史探訪

初級パソコン講習会

東 洋 大 学 27
日 本 大 学 34
神 奈 川 大 学 51
明治学院大学 16
駒 澤 大 学 35
東 海 大 学 20

武 蔵 野 大 学 21
法 政 大 学 26
東京農業大学 18
立 正 大 学 23
専 修 大 学 16
成 城 大 学 18

合格者の多い四年制大学（既卒生含む）

桐の木 桜の木桐の木 桜の木

ぽろにあ祭

　月日会50周年に「桐の木」募金を始め、70周年までに20本を植樹し
てきました。この春も桐の花がきれいに咲きました。
　「田高ホームページ」・「日々の田高」2025/05/01号に、紹介くださ
いました。ぜひ「田高ホームページ」をご覧ください。
　「生物基礎の授業」で生徒さんが１年間を通して「桐の木」の葉や

花などを観察してもらっていることを知り
とても喜んでいます。
　更に、2025/05/23号の「日々の田高」
に、「桐の木の校章入りどら焼き」が開校
記念日（5月20日）にPTAから生徒に振る
舞った記事が掲載され、またまた月日会に
とっても嬉しいニュースでした。
　月日会50周年の折、恩師の先生方へのお
土産と月日会会員へのお土産に「桐の木の
校章焼印のどら焼き」を和菓子屋さんに特
注しました。のし紙は、「我が師の恩」で
した。（中身は校章焼印の和菓子どら焼き

です。）それからは月日会の総会のお
みやげになりました。昨年の第59回ぽ
ろにあ祭での「バザー会場」でも販売
され、完売しました。人気商品なので
もっと作ってもらえばよかったね　と
話しました。
　ある年にPTA様から同等品を創らせ
てとの申し込みをいただき、今では母
校でのどら焼きが喜ばれています。

　正門奥に、今年始めにソメイヨシノのあとに
植樹された河津さくらが開花しました。「田高
ホームページ」の「日々の田高」2025/02/26
号、02/27号に掲載されています。PTA様の生
徒活動補助活動として植樹されました。嬉しい
ニュースです。ありがとうございました。

田中博隆（６期）



元教職員 木嶋　智恵 連日の厳しい暑さですが、元気にすごしております。

1期 井出　敏雄 今年90才、元気にしています。

1期 片山　善子 足腰は元気、頭は年なりに～!!

1期 染野 美代子 会報の桐の木の優雅な花を初めて見ました。本当に素晴らしいですね。

1期 髙木　尚子 ボランティアから抜けられません。元気です。

1期 二ノ宮 良子
この(令和6年)4月で90才。これが最後かもと思い、ぽろにあ祭に行ってみようと思ってます。一緒に行こうと思っていた友人、皆亡くなられ、私一人になって

しまいました。自分の足であるけるうちに…

2期 井上　周子 カメラクラブに入っていまして毎年都美術館に出展しています。別府在住

2期 大塚　里子 クラスメートと情報交換してます。

2期 仁上　廣子 何事も前向きに考え人生楽しんでおります。89才になりました。

3期 内田　浩子 三期生に元気がないのが淋しいです。

3期 宇都　正巳 先日、文春の川柳で特選に入選しました。

3期 倉持　秀子 おかげ様で元気です。家族3人。高校時代田調がなつかしいです。

4期 寺久保　勲 元気です。

5期 垣本　　宏 お陰様で、80才迄、元気に勤めました。

5期 嶋田　早苗 昨年とほぼ同様の生活。良いこと？この欄「お便り」を通じて後輩の方より思いがけないプレゼント。嬉しいことです。

5期 涌井　登代 元気にて事務の仕事やっています。仕事が「いきがい」です。

6期 鵜飼　成子 今年も酷暑にみまわれながら、自分のことが自分でできる幸せを感じ、あまり外出もできませんが人生を楽しんでいます。

6期 川名　哲夫 元気です!!

6期 楠田　尚徳 今の食欲を維持（目標、あと5年）

6期 斉藤　義男 7月に85才になりました。

6期 竹原　智明 430年の寺(正行寺)の前住職です。

6期 田中　博隆 田高に入学してほんとうによかった。85才まで楽しく思い通りに生きてきた。もう少し人生を楽しんで生きてゆこう。

6期 成田 正一郎 歩行が難儀ながら元気で過しております。

7期 斉藤　行生 元気です。足腰が痛いけれど普通に生活しています。

令和６年度近況お便り



7期 櫻井　淳司
7月27日に84歳。お陰様で元気です。100歳に到達するのも夢ではなくなりそうです。東京から当地に移住してフリースクールを創設して50年になります。

記念Festival計画中。

7期 武田　文江 84才になりました。元気に過しています。相変らず年1回都美術館に写真を出展しています。

7期 田中　洋一 健康維持のため週4日1日2kmのウォーキングをしてます。

8期 田口　惠子 令和6年5月、『万葉集を歩く』を出版。インターネットで見られます。

8期 夏目　達也
コロナが終息しないまま、又、一年が経ちました。まさかこんな晩年を経験するとは想像もしなかった。然し戦争よりはよっぽど良いので残りの日々を孔子の

お教えどうり『心の欲するままに従って生きたい』と少しは真似をしたいと思っていますが、凡人につき中々難しいデス。

9期 岡村　　勲 週半日、調剤薬局で働いてます。バードウオッチングが趣味。

9期 簡　　　敏 少しでも健康を保とうと1日1万歩の歩数を維持しています。在宅が多いのでヴァイオリン練習を復活しました。

10期 池田　英幸 今年から2日/週の非常勤となりましたが、昭和42年入社の会社に現在も勤務中です。

10期 太田　亘彦 ここ最近は平穏な日々を送っています。身近な方々の訃報に接することが増えました。

10期 片山　勝幸 元気ですョ！

10期 柴田　柾樹 2024年2月　サービスホームに引っ越し

11期 伊東　浩子 お陰様で元気にして居ります。

11期 菊地　武芳 猛暑にへきえきしています。

11期 寺山　佑枝 "八十才 なにか めでたい"です。

11期 松井　岩美 元気に仕事をしています。

12期 川嶋　　透 毎年CD合同クラス会と野球部OB同期会とが開かれ出席しています。

12期 倉橋　昌司 札幌と横浜を往復しています。

12期 辻川　　浩 荒天の7月1日 月山開山登山で危うく遭難！文字通り「年寄りの冷や水」 反省しきりです。

12期 永井　　宏 誕生日が来て79歳になってしまった。歩く速度が遅くなった。息子より食べる量が少くなった。跡取りがもう一歩の所まで来た。まだがんばらなくては。

12期 成瀬　紘一 令和6年7月に行なわれた、日本マスターズ水泳大会で320才区分のフリーリレーとメドレーリレーで金メダルをゲット致しました。

13期 小島　正雄 なんとか、大病もせず普通に暮らせております。

13期 篠澤　達也 13期同期会を2024、2025、2026、80才まで毎年開催します。

13期 田邉　　寛 今年は田高卒業60年。10月の同期会、楽しみです。

13期 徳川　義治 元気にしております。

14期 青野　良秋 猛暑は乗り切れたものの、喜寿ともなると哀いは隠せず、今後は期待と不安の同居余生か。



14期 飯沼　和男 元気にやっております。

14期 稲葉　一民 常薬は飲んでいますが、時々ゴルフをする位元気にしています。

14期 桜井　恵子 私立保育園を経営しています。

14期 佐々木 俊雄 元気です。元気です。元気です。

14期 為谷　茂樹 生涯現役。一人社長で楽しんでやっています。

14期 津本　純子 元気にNPO活動等がんばっています。

14期 當間　一雄 妻の介護をしながら草取りだけが楽しみの生活ですが、元気です。

14期 松野　久子 仕事とボランティアで介護をして来ましたが、現在は認知症の夫の介護の日々です。

15期 新井　國貴 毎日ストレスなく楽しく過ごしております。

15期 伊東 冨士雄 子どもたちを城めぐりに案内したり、城の授業をしています。城郭ウォッチングのすすめという本を上梓します。

15期 岩崎　　勇 15期同窓会、令和6年は60名参加ありました。

16期 石原　　元 15期は毎年同期会、16期はこの点、失格です。

16期 榎本　宣道 後期高令者の仲間入り。高令になったからこそ良かったこと探してます。結構あるものですネ。

16期 大木　康博 東京からは遠い岡山市でゴルフ等を楽しみながら、まだ元気に過ごしております。

16期 荻野　信男
全く、この夏の暑さは！毎夏こんな暑さが常態化していくのだろうか？地球灼熱化により農作物の大不作を来たし、食糧危機が到来しうるかも。

次世代に住める地球を残せるのかと、ふと考えてしまうこの頃です。

16期 辻本 公美子 仕事をやめたら何をするか思案中です。

16期 榛沢　とも江 所ジョージ著『幸せのひきがね』を読みました。今まで、2度寝3度寝していたのに、目がさめたら、すぐに起きる様になりました。

16期 本間　健一 後期高齢者になって、50肩(肩関節周囲炎)になりました。毎日、苦痛です。イテテテ…

17期 荒井　　実 73年間住んだ大田区から世田谷区へ転居しました。

17期 菅野　幸一 ここ数年、毎年のように孫が誕生してます。LINEで成長の様子を楽しんでます。

17期 保坂　　誠 馬込小学校の体育館で剣道指導をしています。

17期 余語 賢二郎 報恩の路への探求

18期 中川　克己 7月初めにスイスを訪れ、マッターホルンやアイガーの周りを歩いてきました。

18期 中野　恵一 18期は、2023年10月に同期会を5年ぶりに開催しました。恩師3名をお迎えし88名で盛会となりました。

19期 國分　裕二 サッカー部を創部した、18･19･20期生は毎年OB会をやっていて盛況です。

19期 香田　和也 元気に過ごしています。今年は一休会出たいな。



19期 小室　謙二 70才を機に退職し、現在週3日の非常勤介護員として働いています。3年前に患った脳梗塞の後遺症で卓球はしてません。

19期 菅野　信之 難聴だがまあまあ悠々自適な生活。先月は伊豆下田で温泉と金目鯛づくしの料理を堪能。

19期 内藤　行孝 パリオリンピック開催。深夜のライブ、昼のビデオ。酷暑で巣籠り中です。

19期 直江　久雄 ハンターカブでジージーライダーやってます。

19期 横山 日出登 取るまでは死ねないと思っている資格があり、体力・脳力の維持に努めております。

19期 渡辺 恵利子 まあまあ元気に仕事しています。

20期 木立　勝也 70歳になり、2024年3月末にて再就職先の図書館を退職。今は地元で民生委員をやっています。

20期 谷口　友孝 「百折不撓」を出版しました。

20期 山本　耕司 令和5年11月に20期卒の仲間4人と初めて会食を楽しみました。他にも数人ずつの集まりがあるようです。もう少しまとまると楽しいのでは…

20期 山本　秀明 名古屋市民コーラスに入団したら、再就職も決まり、フォークライブへの出演も続けるなど忙しい充実な日々を送っています。

21期 大國　義弘 催眠セラピーにはまりました。

21期 澤　美知子 元気に過ごしております。先日中学のクラス会がありました。高校もクラス会とか同窓会があったらいいのに、と思っています。

21期 中神　恭子 昭和100年、古希を過ぎて、まさに光陰矢の如し、を実感している昨今です。

21期 塙　　正弘 沼部駅から始まる懐かしく、楽しかった3年間の思い出が甦ってきます。古希を迎えた今もテニスとハイキングに浸っている毎日です。

21期 藤本　一男 孫が2人になりました。60代最後の年のマラソン大会、完走をめざします！

21期 丸山　正人 古希を迎えましたが元気にしています。

22期 和泉　　充 大学と高専の仕事を続けています。いろいろやりたいことにも挑戦してます。

22期 加藤　　裕
令和6年6月20日、20年ぶりの同期会開催されました。101名の同期生と3名の先生方が出席、盛会でした。ご参加の皆さん、先生方、幹事さん、

お疲れさまでした。

22期 菊地　克則 令和6年6月の同期会は残念ながら2次会からの参加。次の機会を楽しみにしています。

22期 小林　雅人 2024年3月末で37年間勤めた横浜商科大学を定年退職し、年金生活1年目です。自由の身になったものの、まだ生活のペースをつかめていません。

22期 浜村　容子 健康診断のたびに背は縮み、その分おなかの周りが大きくなるのが･･･悲しいですね。

23期 岡本　治太 民間企業から今は年度更新の地方公務員として働いています。

23期 中村　洋之 68を向え年金生活しながらフルタイムで働いています。

23期 藤戸　佳代 数年前、沼部から田高まで歩いてみました。なつかしくもあり、時代の流れを感じつつ…　また同窓会やりたいですね！

24期 林　　雅彦 再任用は終了し年金生活2年目です。のんびり過しています。

25期 林　　敏彦 定年の曖昧な職種なので継続してます。



25期 宮崎　保彦 令和5年初冬、そううつ病で入院し、令和6年10月末に退院したところです。

26期 足立　和成 2025年3月に定年退職となります。その後、米沢を離れ、横浜に転居する予定です。

26期 川田　　攻 横浜市の動物園で25年、生物系環境調査で13年の業務を終え、2024年4月から塾講師として新たなステージに立っています。

26期 眼龍　祥子
自宅の前で高校の同級生にばったり。20年以上前に同期会で会って以来かもしれません。思わず大きな声を出してしまいました。なつかしい人に会うのは

うれしいものです。年をとったから？

26期 本多　敏幸 NHKラジオ「中学生の基礎英語レベル1」の講師を4年間担当しています。

27期 長谷川 正子
2023年3月に日本赤十字社を定年退職し、現在は一般社団法人日本産業カウンセラー協会で、産業カウンセラー、キャリアコンサルタント育成の

お手伝いをしております。27期放送委員会の仲間とはLINEでつながってます。

27期 平川　恒美 1月に正中切開で心臓を取り出しての手術。10年前の胃ガンでの切開手術と合わせて傷が増えました。都庁で会計年度職員です。

29期 大里　正人 再任用2年目で、都立高校の教員をしています。

30期 兼坂　壮一 法政中高教員を退職して、現在は東京大空襲・戦災資料センターで平和活動をしています。

30期 黒田　俊介 MLB、NPB、高校野球、大相撲、ラグビー、サッカーなどスポーツ観戦が趣味です。春、夏とも甲子園に行っています。

30期 鈴木　広司 令和6年3月30日に30期の還暦同期会があり、80名ほどが集まりました。私も40年振りに同期会に参加しました。

30期 土川　俊哉 だんだんお仕事が疲れてきましたが、楽しい週末のため、もう少し働きます。

30期 平林　正男 保谷高校で働いています。

31期 竹尾　　正 先日還暦の同窓会に出席しました。楽しい時間、高校生に戻りました。幹事の皆様に感謝です。

31期 長澤　　亮 2022年に交通事故で鍼灸師を引退し、2024年からは年金生活してます。

31期 楡井　辰夫 絶賛断捨離中です。と言いながら思うようには進みません…

31期 水谷　秀之 今年は還暦。定年まであと5年。ラストスパートでがんばっています。皆様も健康第一で！

32期 市原　朋宏
次号の会報が発行される2025年は、我々32期は還暦の年です。長く生きたなとは思いますが、会報の「近況お便り」を見ると私は下から10番以内で、

上を見ると「まだまだだなぁ」と思いを新たにします(笑)

38期 増淵　　豊 高校の近隣に異動し、勤務しています。

44期 林　　隆三 大東文化大学に勤務して20数年。今年からラグビー部の副部長を担っています。

44期 松永　大輔
田高在学中は勉強も部活も中途半端だったので、もう一度完全燃焼すべく、田高を再受験することにしました。現在、蒲田の巖丈志摩予備校に通って

いて、御園中の子達と来春の田高合格に向けて頑張っています。

46期 齋藤　亮次 並さん、うっちー、今年は会いましょう。

64期 東出 紗世子 歌手 兼 インスタグラマー



66期 髙橋　美帆 リーダー業務が増え、毎日大変ですが、自分なりにがんばってます。

66期 東出　祥吾 みなとみらいでIT

68期 豊山　純平
月日会役員5年目、24卒の社会人1年目の23歳になりました。最若手の副幹事長として何ができるか、暗中模索の日々。若い田高OB･OG同士が、

もっと気軽に話せる場を本気で作っていきたい。特に私の同期の68期の方々、何か良い案があればどんな事でもいいので教えてください。お願いします！

69期 中村　知尋 69期生の人たち、何をしていますか？私は元気です。

70期 三島　弘暉 明大グリークラブで合唱三昧です。


